
 
様式 C-7-2 

自己評価報告書 

 

平成 23年 4月 1日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究分野：ファイナンス 
科研費の分科・細目：社会・安全システム科学 社会システム工学・安全システム 
キーワード：ファイナンス，リアルオプション，資源・環境政策 
 
１．研究計画の概要 
リアルオプション・アプローチを用い，不

確実性下における資源・環境政策の評価モデ
ルを開発する。特に，代替的な政策が存在す
る場合について，主に次の内容について研究
を進める。 
（１） 汚染物質のストック量にも依存した

資源・環境政策の分析 
（２） 汚染物質の削減量を内製化させた資

源・環境政策の分析 
（３） エネルギー政策の分析 
（４） 技術進歩を考慮した資源・環境政策

の分析 
（５） 複数回実施される資源・環境政策の

分析 
国内外の学会・国際会議・セミナーにおいて
随時研究成果を発表し，他の研究者との意見
交換を通じて，研究を深めると共に研究の発
展を促す。 
 
２．研究の進捗状況 
平成 20-22年度の 3年間に 6件の雑誌論文
（うち査読付き論文 3 件）および 6 件の学
会・国際会議発表を行った。上記の研究計画
について，得られた研究成果は，以下のよう
にまとめることが出来る。 
（１） 汚染物質を削減する環境政策の実施

費用において，2次形式でかかる汚染
物質の削減量に比例した費用と，削
減量とは独立に定まる費用を考える。
これらの費用によって特徴付けられ
る代替的な環境政策を分析し，汚染
物質のストック量にも依存した環境
政策の実施タイミングに関わる意思
決定を明らかにした。  

（２） 汚染物質の削減量を内生化する分析
の一環として，（４）の技術進歩の研
究で，R&D投資の最適な投資額を内
生的に求めた。 

（３） エネルギー政策の分析の一環として，
（４）の技術進歩の研究で，エネル
ギー効率が高まるような技術開発を
想定した R&D 投資について分析を
行った。 

（４） 生産性の違いとそのコストの違いで
特徴付けられる代替的な R&D 投資
プロジェクトについて分析し，内生
的に最適な投資額を求めると共に，
プロジェクト選択について分析を行
った。 

（５） 汚染物質を削減する環境政策が複数
回実施される場合について考察した。
特に，政策の実施に関わる費用構造
が，汚染物質の削減量に比例する費
用のみの政策と，削減量に比例する
費用に加え削減量とは独立な費用を
考慮した政策について考察した。こ
のような費用構造の違いによって，
政策実施主体の問題は異なる問題と
して定式化され，それぞれの場合に
ついて分析を行い，最適な政策実施
タイミングや汚染物質削減量を明ら
かとした。 

 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 

1 年間に平均 2 件の論文と，2 件の学会・
国際会議発表をしており，個人研究としては
順調な成果であると思われる。 

機関番号：34316 

研究種目：基盤研究(C) 

研究期間：2008～2011 

課題番号：20510149 

研究課題名（和文） リアルオプション・アプローチによる資源・環境政策の評価モデルの開

発とその応用 

研究課題名（英文） Developing Evaluation Models of Resource and Environmental Policy 

by using Real Options Approach and Their Applications 

 

研究代表者  

辻村 元男（TSUJIMURA MOTOO） 

龍谷大学・経済学部・准教授 

研究者番号：40335328 



 

 

 
４．今後の研究の推進方策 
（１） 平成 23 年度については，上記の研究

内容（５）を国際会議で発表するこ
とが決まっており，そこで他の参加
者と意見交換をすることで研究を深
め，学術的あるいは社会的に，より
貢献できる研究としてまとめる。ま
た，それ以外の内容についても，順
次研究を進めていく。そのため，国
内外の研究者と共同研究の準備を進
めている。 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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